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吹田市第 3次環境基本計画 

市民等の意識調査結果 

 

1 アンケート調査の概要 

 

目的：吹田市第 3 次環境基本計画策定に向けて、市民等の意識意向等を把握し計画に反映する。 

 

調査内容：市民・事業者・在学者の環境意識、環境への取り組み状況等、環境全般に関する意

見･意向などを調査する。調査内容は以下の表のとおりである。 

 

表 1 アンケート調査の実施内容 

対 象 市民 事業者 

母 集 団 市内全世帯 市内の全事業所 

サンプル数 2,000 300 

抽出方法 
住民基本台帳から年齢、男女の比率を考慮

して無作為抽出 

従業員 10 人以上の事業所から従業員数階

級別に同数程度を無作為抽出 

対 象 者 
住民基本台帳登録者 

（18 歳以上～80 歳未満） 
事業所の総務担当者等 

調査方法 郵送 郵送 

調査項目 

１.属性（性別・職業・年齢・居住人数・

住宅状況・居住地など） 

２.環境に関する情報源 

３.居住地区の環境に対する満足度及び重

要度 

４.大切な環境 

５.エコ活動の取組状況 

６.エコ設備の利用状況 

７.吹田市の環境に関する取組の認識 

８.取り組むべき施策 

９.環境政策・問題における意識調査 

10.エネルギー問題に関する意識調査 

11.ごみ問題に関する意識調査 

12.自由意見 

１．属性（社名・住所・連絡先・業種・従

業員規模など） 

２.環境問題に関する認識 

３.環境保全活動の実施状況 

４.取り組むべき施策 

５.自由意見 

 

※上記の内容に加え、“RE100”に関する認

識及び取組状況等を調査した。 

 

 

 

 

 

 

調査時期 2018 年 10 月 10 日（水）～26 日（金） 2018 年 10 月 10 日（水）～26 日（金） 

 

 

 

  

資料１-２ 
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2 アンケート調査の回答状況 

市民アンケートは回答数が 732 であり、回答率としては 36.6%であった。 

事業所アンケートは回答数が 162 であり、回答率としては 54.0%であった。 

本アンケートは、一般の社会調査において設計されるアンケートで要求される水準である信頼

区間 95％で誤差 5～10％を達成している。 

 

表 2 アンケート調査の回答状況 

対象 配布数 回答数(回答率) 

市民 2,000 732(36.6%) 

事業者 300 162(54.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 アンケート調査結果(市民) 

(1) 回答者属性 

アンケート回答者の属性における特徴は以下のとおりである。 

 

 性別：「女性」の割合は 70％であり、「男性」に比べて高い。 

 職業：「会社員・会社役員」および「専業主婦・主夫」の割合はそれぞれ約 26%であり、 

   最も割合が高い。 

 年齢：「70 代以上」の割合が最も高く、50 代以上が半数を占めている。 

 家族構成：「2 人」世帯の割合が最も高く、続いて「3 人」世帯の割合が高い。 

 住居形態：集合住宅の割合は 75.6%と半数以上を占めている。また、集合・戸建ともに 

     賃貸よりも所有者の割合が高い。 

 居住地区：「山田・千里丘地域」および「千里ニュータウン・万博・阪大地域」の割合が高く、 

     JR 以南地域の割合が最も低い。 

 

  

アンケート調査結果の精度について 

本アンケートの調査結果において、「信頼区間 95％」とした場合の誤差は以下のとおりである。 

 

【アンケート調査結果の誤差（信頼区間 95％）】 

・市民アンケート ：誤差約 4％ 

・事業者アンケート：誤差約 8％ 

 

※ 信頼区間 95％とは、母平均が 95％の確率でその範囲にあるということを表している。（おおざっぱには、

同様の調査を 100 回実施したうち、95 回は同じような結果になるということ。） 

※ 誤差 4％とは、ある回答の割合が 50％となっていた場合、46％～54％の範囲があるということである。 
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男

32.2%

女

67.3%

無効

0.4%

設問1：性別 農林業 0.0%

水産漁業 0.0%

会社員・会社役員

26.0%

自営業主 3.3%

自由業 1.9%

教員 2.0%

教員以外の公

務員 2.3%

専業主婦・主夫

26.2%

パート・アルバイト（学生を除く）

15.6%

学生

2.3%

無職

17.3%

その他 1.9%

無効 1.1%

設問2：職業

10代 0.4%

20代 7.0%

30代

13.8%

40代

20.9%

50代

17.9%

60代

17.6%

70代以上

21.6%

無効 0.8%

設問3：年齢

1人 10.8%

2人

34.6%
3人

27.0%

4人

20.4%

5人 4.9%

6人以上 1.9% 無効 0.4%

設問4：家族構成

戸建（所有）

32.0%

戸建（賃貸）

2.3%集合（所有）

38.4%

集合（賃貸）

27.2%

無効 0.1%

設問5：住居形態

JR以南地域

11.5%

山田・千里丘

地域 20.1%

千里ニュータウン・

万博・阪大地域

19.7%

千里山・

佐井寺地

域 17.5%

片山・岸

部地域

14.3%

豊津・江坂・

南吹田地域

14.2%

無効

2.7%

設問6：居住地区

【回答数 732】 【回答数 732】 

【回答数 732】 【回答数 732】 

【回答数 732】 【回答数 732】 
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(2) 光熱費の状況 

 

 

 

 

 

【設問 7】あなたのご家庭の光熱費についてお教えください。（月々の年間平均額） 

 

  

5千円未満 13.4%

5千円以上1万円未満

41.0%

1万円以上1.5万円未満 21.7%

1.5万円以上 8.5%

無効 15.4%
設問7-1：電気代

5千円未満 39.3%

5千円以上1万円未満

40.2%

1万円以上1.5万円未満 5.6%

1.5万円以上 1.2%

無効 13.7%
設問7-2：ガス代

【回答数 732】 

 電気代の月々の年間平均額は、「5 千円以上 1 万円未満」と回答した割合が最も高い。 

 ガス代の月々の年間平均額は、「5 千円未満」および「5 千円以上 1 万円未満」と回

答した割合がそれぞれ 40%となっており、全体の 8 割を占めている。 

【回答数 732】 
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(3) 市の環境に関する情報源について 

 

 

 

 

 

【設問８】あなたは、市の環境に関する情報は主に何から得ていますか。（複数回答可） 

 

 

  

79.5%

12.6%

4.4%

13.7%

15.7%

21.0%

1.4%

12.7%

1.0%

吹田市の広報紙

吹田市のホームページ

インターネット（市のホームページ以外）

テレビ・ラジオなどの放送

新聞・書籍などの印刷物

家族・知人など、人から聞いて

環境に関するセミナーやイベント

特に情報を得ていない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
設問8：情報源

 市の環境に関する情報は、約 80%の回答者が「吹田市の広報紙」から得ている。 

 「インターネット(市のホームページ以外)」および「環境に関するセミナーやイベン

ト」から情報を得ている回答者の割合が低い。 

【回答数 732】 
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(4) お住まいの地区の環境に対するあなたの満足度及び重要度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①
②

③ ④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬

⑭

⑮⑯

20

40

60

80

100

0 20 40 60 80 100

環
境

に
対

す
る

重
要

度
(%

)

環境に対する満足度(%)

環境に対する市民の意識調査結果

・領域Ⅰ：重要度・満足度ともに高い領域

・領域Ⅱ：重要度が高いが満足度が低い領域

⇒ 課題解決に向けて優先的に取組むべき項目

・領域Ⅲ：重要度・満足度ともに低い領域

⇒ 解決すべき優先度の低い項目
領域Ⅰ領域Ⅱ

領域Ⅲ

①空気のきれいさ ②居住地周辺のにおい（悪臭がしないこと） ③水（河川・池等）のきれいさ

④居住地周辺の静けさ ⑤居住地周辺の夏場の暑さ（涼しさ） ⑥まち中の街路樹などの緑の多さ

⑦自然の豊かさ ⑧公園、親水空間等の充実 ⑨動物、虫、魚など身近な生き物の豊かさ

⑩ごみ出しマナーの徹底 ⑪資源ごみの回収回数や食品トレイ等の回収所の充実 ⑫安定した水資源の確保

⑬歩道、自転車道の充実 ⑭公共交通の利便性 ⑮歴史的・文化的遺産と調和したまち⑯環境学習の場や機会の多さ

※環境に対して「満足(重要)」または「やや満足(重要)」と回答した市民の割合を集計

「③水（河川・池等）のきれいさ」「 ⑤居住地

周辺の夏場の暑さ（涼しさ）」「⑬歩道、自転

車道の充実 」に対する満足度が低い

※③は、”どちらともいえない”といえないと回

答した市民が約半数であったことから、⑤、⑬

よりも優先度は低い

 環境に対する満足度は、「③水(河川・池等)のきれいさ」「⑤居住地周辺の夏場の暑さ

(涼しさ)」「⑨動物、虫、魚など身近な生き物の豊かさ」「⑬歩道、自転車道の充実」

「⑮歴史的・文化的遺産と調和したまち」「⑯環境学習の場や機会の多さ」に対する

満足度が低い。 

 環境に対する重要度は、「⑨動物、虫、魚など身近な生き物の豊かさ」「⑮歴史的・文

化的遺産と調和したまち」「⑯環境学習の場や機会の多さ」に対する重要度が低い。 

⇒「⑤居住地周辺の夏場の暑さ(涼しさ)」「⑬歩道、自転車道の充実」が優先して取り組

むべき項目と考えられる。 

※「③水(河川・池等)のきれいさ」は、”どちらともいえない”といえないと回答した市

民が約半数であったことから、⑤、⑬よりも優先度は低い 



7 

【設問９】あなたは、お住まいの地区の環境をどのように感じていますか。あなたの 

「満足度」及び「重要度」について、項目ごとにそれぞれ該当する番号に〇をつけて下さい。 

 

 

5.7 

5.6 

25.7 

8.9 

32.1 

20.1 

20.9 

7.4 

19.0 

21.0 

23.5 

4.4 

22.7 

5.9 

32.9 

20.1 

19.0 

22.0 

33.5 

21.9 

37.8 

33.7 

39.2 

19.4 

35.9 

33.6 

37.0 

16.7 

36.1 

20.9 

40.0 

36.3 

62.0 

61.6 

19.1 

27.6 

24.2 

30.9 

23.9 

51.2 

25.3 

25.0 

20.6 

40.3 

19.0 

49.0 

15.8 

28.8 

8.7 

7.0 

14.1 

24.6 

2.3 

10.5 

10.4 

13.8 

13.5 

13.3 

12.8 

23.0 

14.2 

14.9 

7.4 

10.2 

1.9 

1.6 

5.3 

13.7 

0.7 

3.6 

3.1 

5.6 

3.6 

4.8 

4.5 

13.4 

6.3 

5.5 

2.0 

2.7 

2.6 

2.2 

2.3 

3.4 

2.9 

1.2 

2.5 

2.6 

2.7 

2.3 

1.5 

2.3 

1.8 

3.8 

1.8 

1.8 

⑯環境学習の場や機会の多さ

⑮歴史的・文化的遺産と調和したまち

⑭公共交通の利便性

⑬歩道、自転車道の充実

⑫安定した水資源の確保

⑪資源ごみの回収回数や回収所の充実

⑩ごみ出しマナーの徹底

⑨動物、虫、魚など身近な生き物の豊かさ

⑧公園、親水空間等の充実

⑦自然の豊かさ

⑥まち中の街路樹などの緑の多さ

⑤居住地周辺の夏場の暑さ（涼しさ）

④居住地周辺の静けさ

③水（河川・池等）のきれいさ

②居住地周辺のにおい（悪臭がしないこと）

①空気のきれいさ

0% 20% 40% 60% 80% 100%
設問9-1：環境に対する満足度

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 不明

【回答数 732】 
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15.0 

14.2 

55.2 

51.6 

67.8 

41.1 

59.2 

18.3 

38.0 

40.7 

40.8 

35.8 

50.1 

47.1 

71.7 

62.0 

30.1 

30.1 

30.2 

33.3 

16.0 

35.7 

25.7 

28.7 

39.5 

37.3 

39.1 

34.8 

33.3 

32.2 

16.7 

25.0 

40.0 

40.3 

5.7 

5.9 

8.6 

14.5 

6.8 

37.7 

13.1 

12.4 

11.2 

19.0 

8.2 

10.1 

4.0 

5.5 

5.1 

5.5 

0.5 

1.1 

0.0 

1.5 

0.7 

4.8 

1.8 

2.0 

1.2 

2.9 

1.1 

0.5 

0.5 

0.4 

2.0 

2.7 

0.3 

0.5 

0.4 

0.5 

0.5 

3.0 

0.3 

0.3 

1.0 

0.4 

0.0 

0.8 

0.0 

0.3 

7.8 

7.2 

8.1 

7.5 

7.2 

6.7 

7.1 

7.5 

7.4 

7.2 

6.7 

7.1 

7.2 

9.2 

7.1 

6.8 

⑯環境学習の場や機会の多さ

⑮歴史的・文化的遺産と調和したまち

⑭公共交通の利便性

⑬歩道、自転車道の充実

⑫安定した水資源の確保

⑪資源ごみの回収回数や回収所の充実

⑩ごみ出しマナーの徹底

⑨動物、虫、魚など身近な生き物の豊かさ

⑧公園、親水空間等の充実

⑦自然の豊かさ

⑥まち中の街路樹などの緑の多さ

⑤居住地周辺の夏場の暑さ（涼しさ）

④居住地周辺の静けさ

③水（河川・池等）のきれいさ

②居住地周辺のにおい（悪臭がしないこと）

①空気のきれいさ

0% 20% 40% 60% 80% 100%
設問9-2：環境に対する重要度

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない 不明

【回答数 732】 
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(5) あなたにとっての「大切な環境」について 

 

 

 

 

 

【設問 10】あなたが考える、吹田市内における大切な環境（場所）を具体的にお答え下さい。 

（最大 3 つ） 

順位 大切な環境(場所) 回答数 

1 万博記念公園(エキスポシティ等含む) 269 

2 千里南公園 92 

3 江坂公園 47 

4 紫金山公園・岸部神社 41 

5 片山公園 24 

 

 

(6) ご家庭におけるエコ活動の取組状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１１】あなたのご家庭で行っているエコ活動の取組状況について、該当する番号に〇

をつけて下さい。（○はひとつ） なお、「4.今後も行わない」と答えた方は、行わない理

由を下記から１つ選び、回答欄カッコ内に番号をご記入ください。 

1) 時間がかかるから     2) お金がかかるから   3) 手間がかかるから 

4) 効果があると思えないから 5) 使い勝手のよい製品がないから 

6) 自分には関係ないから   7) 特に理由はない    8) その他 

（次頁にグラフを示す） 

 

  

 多くの市民が大切な環境(場所)として、「万博記念公園」を挙げている。 

 その他、自然が豊かな公園を挙げる市民が多い。 

 エコ活動の取組状況は、エアコンの設定温度や照明の明るさ調整等、様々な取組を実

施している。 

 一方で、「㉑環境に関するイベントやセミナーなどに参加する。」「㉒地域の美化や緑

化などのボランティア活動に参加する。」といった活動については、取組んでいる市

民の割合は低いが、“今後行いたい”と回答する市民が 40%程度いる。 

 また、㉑、㉒に取組まない理由としては、「時間がかかるから」と回答する市民の割

合が高い。 
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4.0

1.2

48.5

70.9

69.5

55.1

31.3

10.0

26.8

55.7

32.5

54.1

57.5

68.3

49.0

40.4

60.9

36.2

54.4

24.0

42.9

49.7

5.9

6.7

34.3

18.6

23.6

33.1

19.8

34.2

25.8

26.8

19.9

13.1

22.7

21.2

28.0

18.6

8.7

13.1

28.1

19.0

35.2

37.0

43.7

42.8

8.9

5.9

4.0

8.6

16.9

35.1

24.9

8.5

6.0

6.0

9.4

5.7

14.5

23.8

5.3

24.7

7.1

4.4

6.0

4.5

29.0

32.8

3.1

2.0

0.8

0.5

13.3

6.3

15.6

3.8

3.4

2.6

4.4

1.5

4.4

11.3

3.7

14.2

5.1

3.1

2.9

4.2

15.2

13.7

3.0

1.0

0.8

1.0

15.4

9.4

4.8

3.3

33.7

19.9

3.7

1.4

2.2

3.6

17.6

9.4

3.4

43.0

10.4

2.5

2.3

2.9

2.2

1.6

1.2

1.8

3.3

5.1

2.2

1.9

4.4

4.2

2.3

1.9

1.9

2.3

3.7

2.3

1.9

6.4

2.6

2.0

㉒地域の美化や緑化などのボランティア活動に参加する。

㉑環境に関するイベントやセミナーなどに参加する。

⑳詰め替え商品を利用する、リサイクルショップを利用す

るなど、物を繰り返し使う工夫をしている。

⑲買い物に行くときはマイバッグを持っていく。

⑱「消費期限」と「賞味期限」の違いを理解し、買ったも

のを食べきるように心がけている。

⑰食材の「買いすぎず」「使い切る」「食べきる」を心が

けている。

⑯庭木や家庭菜園など、身近なみどりを育てている。

⑮自然環境の知識や情報に接している。

⑭電気・ガス・水などの使用量を記録し、前月や前年の数

値と比較している。

⑬公共交通機関（電車・バス）、自転車、徒歩での移動を

心がけている。

⑫自動車をゆっくり加速させるなど、燃費の良い運転を心

がけている。

⑪温水洗浄便座の温水の設定温度を低めにしている。

⑩台所でお湯を使う場合は温度を低めにしている。

⑨手洗い、シャワー等不必要に流したままにしない。

⑧冷蔵庫に物をつめこみ過ぎないようにしている。

⑦冷蔵庫の温度設定を夏は『中』以下、他の季節は『弱』

にしている。

⑥パソコンを使用しないときは電源を切るか低電力モード

（スリープなど）に切り替えている。

⑤テレビ画面の明るさを抑えている（省エネモードにして

いる）。

④状況に応じて照明の明るさを調整している（減灯や自動

調光機能の利用を含む）。

③ガス・石油ファンヒーターの設定温度を１℃下げる。

②暖房時、エアコンの設定温度を１℃下げる。

①冷房時、エアコンの設定温度を１℃上げる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%設問11-1：エコ活動の取組状況

いつも行っている 時々行っている 今後行いたい 今後も行わない 該当なし 不明

【回答数 732】 



11 

  

32.4

38.0

0.0

0.0

0.0

5.8

10.5

3.8

60.0

4.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

3.5

0.0

3.4

0.0

3.0

0.0

5.0

15.4

11.7

13.6

21.4

57.0

10.5

44.2

24.0

4.3

17.2

28.6

10.3

24.3

4.3

19.8

12.1

5.0

3.4

4.3

6.6

31.8

28.6

20.0

50.0

1.2

7.9

17.3

17.4

21.1

13.8

14.3

17.2

16.2

26.1

17.7

12.1

19.0

25.0

24.1

9.1

7.1

0.0

0.0

4.3

5.3

3.4

6.9

1.4

0.0

9.4

18.2

9.5

10.0

6.9

2.1

1.4

0.0

0.0

4.7

10.5

1.0

21.7

5.3

3.4

21.7

19.0

27.1

30.0

22.7

21.4

60.0

0.0

7.0

57.9

26.0

12.0

26.1

31.6

34.5

57.1

13.8

32.4

21.7

30.2

30.3

9.5

10.0

6.9

18.6

11.7

22.7

21.4

20.0

50.0

20.9

2.6

7.7

4.0

21.7

36.8

24.1

51.7

25.7

26.1

22.9

24.2

42.9

45.0

58.6

㉒地域の美化や緑化などのボランティア活動に参加する。

(n=188)

㉑環境に関するイベントやセミナーなどに参加する。

(n=213)

⑳詰め替え商品を利用する、リサイクルショップを利用するな

ど、物を繰り返し使う工夫をしている。(n=22)

⑲買い物に行くときはマイバッグを持っていく。(n=14)

⑱「消費期限」と「賞味期限」の違いを理解し、買ったものを

食べきるように心がけている。(n=5)

⑰食材の「買いすぎず」「使い切る」「食べきる」を心がけて

いる。(n=2)

⑯庭木や家庭菜園など、身近なみどりを育てている。(n=86)

⑮自然環境の知識や情報に接している。(n=38)

⑭電気・ガス・水などの使用量を記録し、前月や前年の数値と

比較している。(n=104)

⑬公共交通機関（電車・バス）、自転車、徒歩での移動を心が

けている。(n=25)

⑫自動車をゆっくり加速させるなど、燃費の良い運転を心がけ

ている。(n=23)

⑪温水洗浄便座の温水の設定温度を低めにしている。(n=19)

⑩台所でお湯を使う場合は温度を低めにしている。(n=29)

⑨手洗い、シャワー等不必要に流したままにしない。(n=7)

⑧冷蔵庫に物をつめこみ過ぎないようにしている。(n=29)

⑦冷蔵庫の温度設定を夏は『中』以下、他の季節は『弱』にし

ている。(n=74)

⑥パソコンを使用しないときは電源を切るか低電力モード（ス

リープなど）に切り替えている。(n=23)

⑤テレビ画面の明るさを抑えている（省エネモードにしてい

る）。(n=96)

④状況に応じて照明の明るさを調整している（減灯や自動調光

機能の利用を含む）。(n=33)

③ガス・石油ファンヒーターの設定温度を１℃下げる。

(n=21)

②暖房時、エアコンの設定温度を１℃下げる。(n=20)

①冷房時、エアコンの設定温度を１℃上げる。(n=29)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問11-2：エコ活動の取組状況(今後も取組まない理由)

時間がかかるから お金がかかるから 手間がかかるから

効果があると思えないから 使い勝手のよい製品がないから 自分には関係ないから

特に理由はない その他 ※ n:回答数 
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(7) ご家庭におけるエコ設備の利用状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１２】あなたのご家庭では再生可能エネルギーや省エネルギー機器などを利用し 

ていますか。 

 

  

0.4
8.2

25.0

72.0

2.0
21.7

2.0

2.0

3.7

1.5

1.2

3.8

1.9

6.1

6.0

13.8

2.0
4.8

0.5

1.5

1.2

1.0

0.7

0.7

92.9

82.0

64.8

11.2

92.2

69.9

92.9

91.9

91.3

92.9

94.5

92.1

3.4

3.6

4.6

3.8

4.5

4.5

3.6

3.7

3.0

4.2

3.7

4.8

⑫V2H（電気自動車用充給電装置）

⑪電気自動車、プラグインハイブリッド車、燃料電池自動車

⑩高効率給湯器（エコジョーズ、エコキュート）

⑨LED照明

⑧屋上・壁面緑化

⑦断熱窓（複層ガラス又は二重窓）

⑥住宅用エネルギー管理システム（HEMS）

⑤エネファーム（家庭用燃料電池）

④雨水貯水槽

③蓄電池（定置式）

②太陽熱温水器・ソーラーシステム

①太陽光発電システム

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問12：エコ設備の利用状況

利用している 利用の予定がある 利用の予定はない 不明

【回答数 732】 

 エコ設備の利用状況は、「⑨LED 照明」を利用している割合が高く、「⑦断熱窓(複層

ガラス又は二重窓)」「⑩高効率給湯器(エコジョーズ、エコキュート)」の利用割合も

比較的高い。 

 導入可否の重要度としては、費用面に加え、停電時のような非常時における性能も重

要視されている。 

 カーシェアリングについては、8 割以上の市民が認識しているが、実際に利用してい

る市民は 1 割に満たない。 



13 

【設問１３】設問１２のエコ設備について、導入の可否を決定する際に、あなたが重要だ

と思う項目をお教えください。 

 

 

 

【設問１４】最近、自動車を対象としたシェアリングサービス(カーシェアリングサービス)

が吹田市内でも提供されています。カーシェアリングサービスについて、あなたの認知

度を、該当する番号に〇をつけて下さい。 

 

 

 

  

61.9

51.0

27.9

5.1

60.2

61.1

41.8

60.9

72.1

20.2

27.2

34.7

12.4

20.9

22.7

32.9

19.8

11.7

5.6

8.6

19.3

35.7

6.6

4.4

10.9

7.2

4.9

1.0

1.4

4.2

11.2

0.8

0.4

1.5

0.7

0.5

1.1

2.3

3.6

25.1

1.4

0.8

2.7

1.1

0.8

9.8

10.2

10.1

10.7

10.1

10.5

10.4

9.6

10.2

⑨機器の導入による光熱費の削減額

⑧設置に必要なスペース

⑦エネルギー消費量の見える化

⑥話題性

⑤停電時の発電能力

④省エネ性の向上・節電効果

③CO2削減効果

②投資回収年数

①初期費用

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問13：導入可否の重要項目

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない 不明

利用したことがある

6.9%

聞いたことはあるが、利用

したことはない

79.7%

聞いたことがない

13.4%

設問14：カーシェア

【回答数 732】 

【回答数 732】 
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(8) 吹田市の環境に関する取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１５】吹田市では、環境に関する様々な取り組みを行っています。これらの取組につ

いて、あなたの認知度を、該当する番号に〇をつけて下さい。（〇はひとつ） 

（次頁にグラフを示す） 

 

 

 

 

  

 吹田市の環境に関する取り組みの認知度は、「①電力調達」「⑫「たけのこ掘り」等の

啓発イベント」「⑬緑あふれる未来サポーター事業」が比較的高い。 

 その他の取り組みについては、概ね 2 割～3 割の認知度となっている。 
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3.6

12.4

1.5

1.2

1.9

1.8

3.6

0.8

1.1

0.8

0.5

1.2

3.0

14.5

27.7

6.8

4.6

8.2

6.0

8.7

4.2

4.1

4.6

6.6

3.4

11.1

23.9

22.8

14.9

15.2

19.9

16.5

16.5

14.2

11.7

11.7

20.1

21.0

20.4

54.8

34.8

73.9

75.8

67.1

73.0

68.3

77.7

80.3

80.2

70.1

70.2

62.6

3.0

4.1

2.7

2.6

2.7

3.0

2.9

2.7

2.9

3.1

2.9

2.2

3.3

⑬清掃等美化活動を支援する「緑あふれる未来サポーター

事業」を行っており、地域の環境美化を推進している。

⑫「たけのこ掘り」、「花と緑のフェアへの出店」、「千

里の竹あかり」、等による緑化意識の啓発を行っている。

⑪ごみ焼却後の灰から鉄分や溶融スラグ、

メタルを生成し再資源化している。

⑩下水汚泥は、肥料化されている。

⑨公園樹木の落葉を腐葉土化して花壇の土として使用した

り、剪定枝をチップ化して自然路の舗装材として

使用している。

⑧街路樹の伐採木を焼却せずにチップ化し、雑草・病害虫

の発生等を防ぐことができるマルチング材として使用し、

ごみの減量に取り組んでいる。

⑦小学生を対象として、ごみ収集車を使った出前講座を開

催し、ごみの分別・減量について啓発を行っている。

⑥すまいる条例や環境まちづくりガイドライン等で、環境

に配慮した建物等の誘導策に取り組んでいる。

⑤環境に関することについて、周知・啓発も兼ねて、市民

の方のもとへ出向いてお話をする「出前講座」を

行っている。

④里にある自然のめぐみを街でも活用し、街と里の両方に

メリットを生み出す「街と里のつながり」を考える取り組

みを能勢町と行っている。

③吹田市の積立及び企業・個人の方々からの寄附で

成り立ち、環境に配慮した事業に活用される

「環境まちづくり基金」を設置している。

②「アジェンダ21すいた」（市民・事業所・吹田市の協

働組織）において、環境に関する様々な取り組みを

進めている。

①再生可能エネルギー（太陽光等のCO2を排出しないエ

ネルギー）の比率の高い電気を供給する等、環境に配慮し

た小売電気事業者から電力調達を行っている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問15：吹田市の環境取組についての認知

よく知っている 知っている 聞いたことがある 知らない 不明

【回答数 732】 
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(9) 環境基本計画で取り組むべき施策について 

 

 

 

【設問１６】吹田市が環境基本計画を推進するうえで取り組む施策に関して、あなたが考

える重要度について、該当する番号に〇をつけて下さい。 

 

  

75.8

42.2

40.7

48.5

31.3

24.5

67.6

44.7

16.4

38.7

40.6

31.4

51.1

57.7

21.6

43.0

0.7

5.5

6.3

6.0

4.8

5.7

2.0

2.9

4.4

10.8

9.6

11.5

9.7

9.2

6.1

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

2.6

3.0

3.1

2.6

2.9

2.9

2.7

⑧環境に配慮したまちづくり

⑦市による先進的な環境配慮技術の

率先的な導入

⑥団体等への環境活動費用の支援

⑤環境配慮設備などの導入費用の補助

④市民や事業者などによる連携の促進

③市民等に対する環境学習の機会の提供

②子どもに対する環境教育

①環境に関する情報提供

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問16：環境基本計画の推進のための重要項目

重要 やや重要 どちらともいえない やや重要でない 重要でない 不明

【回答数 732】 

 いずれの施策も 8 割以上の市民が「重要」「やや重要」と回答している。 



17 

(10) 環境政策・環境問題全般における認識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

50

100

150

200

水汚染対策・水質管理

水資源の保全・確保

希少資源の確保

廃棄物処理・管理

リサイクルの推進

化学物質管理

森林破壊

地球温暖化・気候変動問題

エネルギー問題

生物多様性の減少

大気汚染

オゾン層破壊

騒音公害

悪臭

振動

景観

土壌汚染

地盤沈下

ヒートアイランド

日照権の侵害

あなたにとって重要な環境課題 将来世代にとって重要な環境課題

 現在世代・将来世代に関わらず取組むべき環境課題として、「水汚染対策・水質管理」

「水資源の保全・確保」「地球温暖化・気候変動問題」を挙げる市民が多い。 

 「地球温暖化・気候変動問題」「エネルギー問題」は、将来世代において取組むべき

課題として挙げる市民が増加している。 

※ 各項目で“1位”と挙げた人数を集計 
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【設問１８】あなたにとって重要だと思われる、吹田市でこれから取り組むべき（あるいは

解決すべき）環境政策・環境問題の課題を以下の選択項目から上位 3 つ順位を付けて選択

して下さい。 

 

123

97

10

41

75

4

31

124

32

6

23

7

27

9

6

34

1

8

39

8

66

70

9

78

95

11

35

64

41

10

55

13

36

14

2

33

5

12

46

10

45

46

8

67

66

19

26

67

38

17

55

19

40

12

1

65

18

23

58

12

水汚染対策・水質管理

水資源の保全・確保

希少資源の確保

廃棄物処理・管理

資源再利用・リサイクルの推進

化学物質管理

森林破壊

地球温暖化・気候変動問題

エネルギー問題

生物多様性の減少

大気汚染

オゾン層破壊

騒音公害

悪臭

振動

景観

土壌汚染

（地下水の過剰取水による）地盤沈下

ヒートアイランド

日照権の侵害

0 100 200 300 400

設問18：あなたにとって重要な環境課題

第1位 第2位 第3位
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【設問１９】あなたは、2050～60 年ごろの将来世代のことを考慮して（あるいはその将来

世代の利益・声を代弁して）、吹田市の環境問題・環境政策について考える役割が与えられ

ているとします。将来世代の立場から考えた時に、吹田市でこれから取り組むべき（ある

いは解決すべき）環境政策・環境問題の課題を以下の選択項目から上位 3 つ順位を付けて

選択して下さい。 

 

106

99

8

31

44

7

28

191

63

3

29

14

14

3

1

23

1

4

33

5

65

82

14

46

75

20

46

85

71

9

66

23

7

6

1

15

4

11

54

7

38

47

12

53

66

19

44

61

70

27

61

37

26

7

2

41

23

13

52

5

水汚染対策・水質管理

水資源の保全・確保

希少資源の確保

廃棄物処理・管理

資源再利用・リサイクルの推進

化学物質管理

森林破壊

地球温暖化・気候変動問題

エネルギー問題

生物多様性の減少

大気汚染

オゾン層破壊

騒音公害

悪臭

振動

景観

土壌汚染

（地下水の過剰取水による）地盤沈下

ヒートアイランド

日照権の侵害

0 100 200 300 400

設問19：将来世代にとって重要な環境課題

第1位 第2位 第3位
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(11) エネルギー問題に関する意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

50

100

150

200

設備の省エネルギー化

建築物のZEB化、ZEH化

エネルギー管理システムの導入

市内建築物への再生可能エネル

ギー（太陽光発電等）の導入

市内で使うエネルギーの低炭素

化

市内で使うエネルギーすべてを

再生可能エネルギーに転換

スマートシティの構築

クリーンエネルギー自動車の導

入

公共交通の整備

自転車道の整備（自転車利用の

促進）

温室効果ガス排出への課税（炭

素税等）

エネルギーに関する研究・技術

開発

エネルギー産業の育成

エネルギー教育

あなたにとって重要なエネルギー問題 将来世代にとって重要なエネルギー問題

 現在世代・将来世代に関わらず取組むべきエネルギー問題として、「設備の省エネル

ギー化」を挙げる市民が多い。 

 現在世代では、「自転車道の整備（自転車利用の促進）」「公共交通の整備」を重要な

エネルギー問題として挙げる市民が多いが、将来世代においては「建築物の ZEB 化、

ZEH 化」「市内で使うエネルギーすべてを再生可能エネルギーに変換」「スマートシ

ティの構築」「エネルギーに関する研究・技術開発」を取組むべき課題として挙げる

市民が多い。 

※ 各項目で“1位”と挙げた人数を集計 
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【設問２０】あなたが考える、吹田市において対処していくべき重要なエネルギー問題・課

題を以下の選択項目から上位 3 つ順位を付けて選択して下さい。 

 

171

57

30

88

29

64

24

13

85

76

7

17

4

27

70

61

28

86

30

59

39

43

93

100

16

27

17

22

51

36

24

51

28

56

40

52

67

100

29

59

39

52

設備の省エネルギー化

建築物のZEB※化、ZEH※化

エネルギー管理システムの導入

市内建築物への再生可能エネルギー（太陽光発電等）

の導入

市内で使うエネルギーの低炭素化

市内で使うエネルギーすべてを再生可能エネルギーに

転換

スマートシティの構築

クリーンエネルギー自動車の導入

公共交通の整備

自転車道の整備（自転車利用の促進）

温室効果ガス排出への課税（炭素税等）

エネルギーに関する研究・技術開発

エネルギー産業の育成

エネルギー教育

0 100 200 300

設問20：あなたにとって重要なエネルギー課題

第1位 第2位 第3位
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【設問２１】あなたは、2050～60 年ごろの将来世代のことを考慮して（あるいはその将来

世代の利益・声を代弁して）、吹田市の環境問題・環境政策について考える役割が与えられ

ているとします。将来世代の立場から考えた時に、吹田市における重要なエネルギー問題

を以下の選択項目から上位 3 つ順位を付けて選択して下さい。 

 

145

109

31

56

25

86

38

16

47

37

10

50

8

31

62

63

37

71

29

105

49

48

68

42

24

33

34

23

41

31

36

50

25

63

49

56

68

65

37

66

43

55

設備の省エネルギー化

建築物のZEB化、ZEH化

エネルギー管理システムの導入

市内建築物への再生可能エネルギー（太陽光発電等）

の導入

市内で使うエネルギーの低炭素化

市内で使うエネルギーすべてを再生可能エネルギーに

転換

スマートシティの構築

クリーンエネルギー自動車の導入

公共交通の整備

自転車道の整備（自転車利用の促進）

温室効果ガス排出への課税（炭素税等）

エネルギーに関する研究・技術開発

エネルギー産業の育成

エネルギー教育

0 100 200 300

設問21：将来世代にとって重要なエネルギー課題

第1位 第2位 第3位
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(12) ごみ問題、廃棄物管理問題に関する意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

50

100

150

200

容器包装の削減（簡素化）

食品ロスの削減

ものを大切に使う

ペーパーレス社会（書籍・

新聞の電子化など）

ストロー等プラスチック製

品の使用抑制

リユース品（服、家具等）

の販売

ワンウェイ容器の削減

資源の分別回収

金属や紙製品のリサイクル

ごみ処理施設の整備

ごみの回収・処理の有料化

ごみ処理・リサイクル産業

の育成

ポイ捨て禁止など街の美化

ごみ問題に関する教育

あなたにとって重要なごみ問題 将来世代にとって重要なごみ問題

※ 各項目で“1位”と挙げた人数を集計 

 現在世代・将来世代に関わらず取組むべきごみ問題として、「容器包装の削減(簡素

化)」「食品ロスの削減」「ものを大切に使う」を挙げる市民が多い。 

 現在世代では、「ポイ捨て禁止など街の美化」を重要なごみ問題として挙げる市民が

多いが、将来世代においては「ものを大切に使う」「ごみ処理・リサイクル産業の育

成」「ごみ問題に関する教育」を取組むべき課題として挙げる市民が増加している。 
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【設問２２】あなたが考える、吹田市において対処していくべき重要なごみ問題（廃棄物管

理に関わる課題）を以下の選択項目から上位 3つ順位を付けて選択して下さい。 

 

200

133

75

21

45

3

8

59

12

37

9

26

57

35

96

126

60

31

80

24

33

68

42

28

10

29

59

32

65

66

53

27

47

22

47

35

54

60

13

61

88

76

容器包装の削減（簡素化）

食品ロスの削減

ものを大切に使う

ペーパーレス社会（書籍・新聞の電子化など）

ストロー等プラスチック製品の使用抑制

リユース品（服、家具等）の販売

ワンウェイ容器の削減

資源の分別回収

金属や紙製品のリサイクル

ごみ処理施設の整備

ごみの回収・処理の有料化

ごみ処理・リサイクル産業の育成

ポイ捨て禁止など街の美化

ごみ問題に関する教育

0 100 200 300 400

設問22：あなたにとって重要なごみ問題

第1位 第2位 第3位
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【設問２３】あなたは、2050～60 年ごろの将来世代のことを考慮して（あるいはその将来

世代の利益・声を代弁して）、吹田市の環境問題・環境政策について考える役割が与えられ

ているとします。将来世代の立場から考えた時に、吹田市における重要なごみ問題（廃棄

物管理に関わる問題）を以下の選択項目から上位 3 つ順位を付けて選択して下さい。 

 

135

127

96

37

29

5

12

38

16

47

9

50

35

80

84

108

70

37

78

26

31

49

45

53

12

46

34

41

69

66

49

30

60

14

38

38

43

63

19

71

59

93

容器包装の削減（簡素化）

食品ロスの削減

ものを大切に使う

ペーパーレス社会（書籍・新聞の電子化など）

ストロー等プラスチック製品の使用抑制

リユース品（服、家具等）の販売

ワンウェイ容器の削減

資源の分別回収

金属や紙製品のリサイクル

ごみ処理施設の整備

ごみの回収・処理の有料化

ごみ処理・リサイクル産業の育成

ポイ捨て禁止など街の美化

ごみ問題に関する教育

0 100 200 300 400

設問23：将来世代にとって重要なごみ問題

第1位 第2位 第3位
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(13) 吹田市の環境に関するご意見（主な意見） 

【設問２４】吹田市の環境について、お気づきのことやご意見等がありましたら、自由に記

入して下さい。 

 

ごみ 

【良いところ】 

 １０年位前は江坂駅前スーパーの横等にねずみをよく見かけびっくりしたことがあるが、今

は全くない。駅前の整備とそれに伴う周辺の努力によるものだと思う。（女性、50 代） 

 スーパーマーケットでのレジ袋有料化は大変よかった。今では、ほとんどの人がマイバック

（マイレジ袋持参である。スーパーだけではなく、全小売店に広げてほしい。（女性、50 代） 

 吹田市の分別ゴミ収集は分かりやすく、やりやすいので助かっております。（女性、50 代） 

 

【悪いところ】 

 資源ゴミや大型・小型ゴミの業者や個人による窃盗行為が多い。（女性、40 代） 

 歩きタバコ、自転車運転中のタバコ、ポイ捨てが多い印象です。（女性、30 代） 

 ペットボトル等の資源ゴミ回収ＢＯＸを増やしてほしいです。（女性、20代） 

 スーパーのレジ袋有料化は不要だと思う。各店のサービスに（袋代を気にして買わなくなる）

したらいい。（男性、40代） 

 

みどり 

【良いところ】 

 比較的緑も多く、子どもたちにとっても住みやすいところだと思っています。（女性、20 代） 

 吹田の良い所は、都心へのアクセスがとても良い都会なのに大きな公園が多く、緑が豊か、

景観が良いところ。今後も公園・緑の環境の保全に取り組んでいくべきと思います。（女性、

30 代） 

 吹田市内に住んで４０年近くなります。交通の便などとても便利です。何より緑が多い事が

嬉しいですね。このまま緑の多い環境がこわれない様にお願いします。（女性、60 代） 

 

【悪いところ】 

 道路際に植えてある木々が道路側にはみだし車とすれちがう時危険。（女性、70代） 

 今ある自然（森林、ため池、田畑）をつぶして、どんどんマンションや駐車場が作られてい

ます。自然環境との共存できる今までの吹田を維持していける街作りを考えていただきたい。

（男性、40 代） 

 年々緑が減少している気がします。緑豊かで、すみずみまで心優しい吹田市であって欲しい

です。（女性、70 代） 

 

道路環境 

【悪いところ】 

 歩道がせまい。自転車が車道にとび出てくるので歩いてる人も自転車の人も車の人もあぶな

い。（女性、30代） 

 産業道路の渋滞がひどい（車が多い）。歩道がせまい。（女性、20代） 

 自転車のためのラインが車道の端に引かれてあるが、結局は車道の端を使っているだけで安

全とは思えない。路上駐車などがあり、歩道を走る方が安全と思える。（男性、50 代） 
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その他 

【良いところ】 

 吹田市は全体的にみて、きれいなまちであると思います。全国的に環境（自然もあり、便利

で美しい等）の良い都市として自慢できるように今後も努力していただきたいと思います。

（女性、40 代） 

 吹田市は他の都市と比べて住みやすく、快適でとてもキレイな街だと思っています。（女性、

20 代） 

 吹田市内に住んで４０年近くなります。交通の便などとても便利です。何より緑が多い事が

嬉しいですね。このまま緑の多い環境がこわれない様にお願いします。（女性、60 代） 

 

【悪いところ】 

 江坂駅周辺の飲食店の呼び込みの方々を排除して欲しい。（男性、30代） 

 カラスが多く朝早くから夜遅くまでカラスの鳴き声がします。窓をあける季節はうるさくて

困っています。（女性、40 代） 
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4 アンケート調査結果(事業者) 

(1) 回答者属性 

アンケート回答者の属性における特徴は以下のとおりである。 

 

 業種：「医療、福祉」が最も多く、「製造業」「卸売業、小売業」の割合も高い。 

 種類：製造設備を設置していない事務所が最も多い。 

 従業員数：従業員数が 100 人に満たない事業者が約半数を占めいている。 

 

  

  

農業、林業 0.0%

漁業 0.0%

建設業 1.2%

製造業

14.8%

電気・ガス・熱供給・水道業 0.6%

情報通信業 0.6%

運輸業、郵便業 5.6%

卸売業、小売業 13.6%

金融業、保険業 0.6%

不動産業、物品賃貸業 4.9%

学術研究、専門・技術サービス業 4.3%宿泊業、飲食サービス業9.3%

生活関連サービス業、娯楽業 1.9%

教育、学習支援業 3.1%

医療、福祉

17.9%

その他のサービス業

11.7%

公務 0.6%

その他 2.5%

無効 6.8%

設問2：業種

事務所（製造設備を設置

していない） 36.4%

工場（製造設備を設置している）・

農場・漁港 7.4%
店舗 22.8%

その他 27.2%

無効 6.2%設問3：事業所の種類

10～29人 19.8%

30～49人 8.6%

50～99人 24.7%
100～299人 27.8%

300人以上 12.3%

無効 6.8%設問4：従業員数

【回答数 162】 

【回答数 162】 

【回答数 162】 
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(2) 環境問題に関する認識について 

 

 

 

 

【設問５】貴事業所では、事業活動による環境への影響を緩和する対策を行っていますか。 

  

 

  

24.1

36.4

30.2

20.4

37.7

27.2

28.4

29.6

5.6

7.4

8.0

12.3

8.0

6.8

6.2

6.2

64.8

51.9

57.4

63.0

50.6

61.7

61.7

60.5

3.7

3.7

4.3

3.7

4.3

4.3

4.3

5.6

⑧有害物質の使用の削減対策

⑦オゾン層破壊物質（フロン等）

の使用の抑制対策

⑥悪臭対策

⑤振動対策

④騒音対策

③土壌・地下水への汚染対策

②河川・海域への水質汚濁対策

①大気への汚染対策

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問5：環境に関する認識

行っている 行っていない 該当なし 無効

【回答数 162】 

 環境影響の緩和対策の実施状況は、「④騒音対策」「⑦オゾン層破壊物質（フロン等）

の使用の抑制対策」を実施している事業者が比較的多い。 
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(3) 環境保全活動の実施状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問６】貴事業所の環境管理の取組状況について、項目ごとに答えを１つずつ選んでく

ださい。 

 

 

【設問７】貴事業所の温室効果ガス削減目標・削減計画についてご回答ください。 

 

  

44.4

24.7

26.5

32.1

11.1

3.1

4.3

4.9

3.7

6.8

9.9

4.9

37.0

61.1

54.3

53.7

4.3

4.9

4.3

3.7

④社員に対する環境教育

③環境報告書（CSR報告書）の作成・公開

②認証制度を利用した環境マネジメントの実施

①環境保全のための指針・ガイドラインの策定

0% 20% 40% 60% 80% 100%設問6：環境管理の取組状況

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 該当なし 無効

温室効果ガス排出削減目標

を設定し、具体的な削減計

画を策定している 24.7%

温室効果ガス排出削

減目標の設定を検討

している 13.6%

今後も検討しな

い 51.2%

無効 10.5%

設問7：温室効果ガスの削減目標・削減計画

【回答数 162】 

【回答数 162】 

＜環境管理の取組状況＞ 

 「④社員に対する環境教育」を実施している事業者は約半数である。 

＜温室効果ガスに関する取組状況＞ 

 「温室効果ガス排出削減目標を設定し、具体的な削減計画を策定している」事業者は

約四分の一であり、約半数が「今後も検討しない」と回答している。 

 LED 照明等の省エネ設備・機器の導入を実施している事業者が多く、「②建物・施設

の省エネルギー化」「④エネルギーマネジメントシステムの導入」「⑤次世代自動車の

導入」を実施している事業者も比較的多い。 
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【設問８】貴事業所が取り組んでいる地球温暖化対策について、項目ごとに答えを 1 つず

つ選んでください。 

 

  

4.9

4.3

21.6

22.2

64.2

22.8

14.8

12.3

4.3

17.9

14.2

19.8

14.8

9.3

20.4

22.8

17.9

16.0

3.1

20.4

21.6

58.6

63.6

40.1

45.1

10.5

38.9

51.2

3.1

3.1

2.5

2.5

2.5

4.9

3.7

⑦低炭素電力の調達（二酸化炭素排出係数の低い電気

事業者、再生可能エネルギー利用割合の高い電気事業

者の選択）

⑥カーボン・オフセットの活用

⑤次世代自動車の導入（ハイブリット自動車、電気自

動車、プラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動

車、クリーンディーゼル車等）

④エネルギーマネジメントシステムの導入（エネル

ギー管理システムによるエネルギー利用の見える化や

最適化を行うシステム）

③省エネルギー設備・機器等の導入（LED照明、高効

率空調、高性能ボイラ等）

②建物・施設の省エネルギー化

（断熱窓、屋上緑化等）

①再生可能エネルギー等の導入（太陽光、小水力、下

水熱等のCO2を排出しないエネルギー）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問8：取り組んでいる地球温暖化対策

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 該当なし 無効

【回答数 162】 
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【設問９】貴事業所が取り組んでいる廃棄物の減量や資源リサイクルについて、項目ごと

に答えを 1つずつ選んでください。 

 

 

【設問１０】貴事業所が取り組んでいる生物多様性保全に関する取組について、項目ごと

に答えを 1つずつ選んでください。 

 

89.5

86.4

61.7

21.6

3.1

6.2

14.2

17.9

0.6

1.2

4.9

22.2

4.3

3.7

16.7

35.2

3.1

2.5

2.5

2.5

④発生した廃棄物の適切な処理

③資源の分別・リサイクル

②事業活動による廃棄物の減量

①廃棄物ゼロに向けた取組

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問9：取り組んでいる廃棄物の減量や資源リサイクル

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 該当なし 無効

28.4

11.7

8.0

4.3

1.2

1.9

6.2

5.6

9.3

58.0

77.8

77.2

3.7

3.7

3.1

③事業所敷地等における緑化などの生態系保全の取組

②原料の調達等、事業活動における生態系への配慮

①生物多様性保全に関する方針の策定

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問10：取り組んでいる生物多様性保全に関する取組

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 該当なし 無効

【回答数 162】 

【回答数 162】 

＜廃棄物減量・資源循環の取組状況＞ 

 リサイクルや廃棄物の適切な処理については多くの事業者が取り組んでいるが、「①

廃棄物ゼロに向けた取組」は約 2 割の事業者にとどまっている。 

＜生物多様性保全に関する取組状況＞ 

 敷地内での取組を実施する事業者が比較的多い。また、「該当なし」と回答する事業

者が比較的多い。 



33 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１１】貴事業所が取り組んでいる環境ビジネスについて、項目ごとに答えを 1 つず

つ選んでください。 

 

 

【設問１２】貴事業所が取り組んでいる環境配慮活動について、項目ごとに答えを 1 つず

つ選んでください。 

 

14.8

17.9

8.0

3.7

1.9

2.5

1.9

1.9

2.5

76.5

75.3

84.0

3.1

3.1

3.1

③環境保全に関する商品・サービス等の情報発信

②環境保全に関する商品・サービス等の販売・提供

①環境保全に関する製品（部品）の製造

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問11：取り組んでいる環境ビジネス

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 該当なし 無効

25.9

14.2

8.0

14.2

7.4

8.0

8.0

3.1

6.8

7.4

11.1

11.7

56.8

67.3

69.8

67.9

3.1

3.1

3.1

3.1

④行政、団体、その他企業等と

連携した環境活動の実施

③生態系や自然環境の保全活動等への協力

②環境に関するイベント、セミナー、講座等の開催

①環境に関する広告・広報資料等の積極的な配信

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問12：取り組んでいる環境配慮活動

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 該当なし 無効

＜環境ビジネスの取組状況＞ 

 環境保全に関する商品・サービスの販売や情報発信といった取組を実施する事業者が

比較的多い。また、「該当なし」と回答する事業者が多い。 

＜環境活動に関する取組状況＞ 

 行政等と連携した環境活動を実施する事業者が比較的多い。また、「該当なし」と回

答する事業者が比較的多い。 

【回答数 162】 

【回答数 162】 
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【設問１３】環境をとりまく動向のひとつである、「持続可能な開発目標（SDGs：

Sustainable Development Goals）」の取り組み状況及び認識についてお教えくださ

い。 

 

  

取り組んでいる 12.3%

内容を知っているが、取り組んでいない

9.9%

内容はよく知らないが、聞いたこと

がある 27.2%

聞いたことがない

47.5%

無効 3.1%
設問13：SDGsの取組状況及び認識

＜SDGs に関する取組状況及び認識＞ 

 SDGs に取り組んでいる事業者が約 12%いる一方で、約半数が「聞いたことがない」

と回答している。 

 SDGs について、すでに取組んでいる内容として、「⑦エネルギーをみんなにそして

クリーンに」が最も多い。 

【回答数 162】 
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【設問１４】 

（設問１３で 「１）取り組んでいる」、または、「２）内容を知っているが取り組んでいな

い」、と回答した事業者にお尋ねします。） 

SDGs で掲げられている１７の目標のうち、すでに取り組んでいる、あるいは、取り組も

うとしている目標をお答えください。 

  

41.7

25.0

27.8

22.2

41.7

38.9

36.1

27.8

27.8

38.9

47.2

25.0

27.8

27.8

44.4

19.4

22.2

19.4

16.7

25.0

22.2

19.4

25.0

27.8

19.4

25.0

27.8

27.8

22.2

27.8

16.7

16.7

27.8

22.2

25.0

38.9

30.6

38.9

27.8

25.0

16.7

33.3

30.6

16.7

16.7

36.1

27.8

36.1

22.2

33.3

36.1

13.9

19.4

16.7

16.7

11.1

11.1

19.4

19.4

16.7

16.7

8.3

16.7

16.7

19.4

16.7

19.4

19.4

⑰パートナーシップで目標を達成しよう

⑯平和と公平をすべての人に

⑮陸の豊かさを守ろう

⑭海の豊かさを守ろう

⑬気候変動に具体的な対策を

⑫つくる責任つかう責任

⑪住み続けられるまちづくりを

⑩人や国の不平等をなくそう

⑨産業と技術革新の基盤を作ろう

⑧働きがいも経済成長も

⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに

⑥安全な水とトイレを世界中に

⑤ジェンダー平等を実現しよう

④質の高い教育をみんなに

③すべての人に健康と福祉を

②飢餓をゼロに

①貧困をなくそう

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問14：各項目の取組状況

実施している 実施を検討している 今後も実施しない 無効

【回答数 36】 
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(4) 環境基本計画で取り組むべき施策について 

 

 

 

 

【設問１５】吹田市が環境基本計画を推進するうえで取り組む施策に関して、貴事業所が

考える重要度について、該当する番号に〇をつけて下さい。 

  

50.0

32.1

38.3

51.2

24.1

25.3

46.9

37.7

32.1

43.2

33.3

25.3

49.4

47.5

29.0

39.5

1.2

3.7

4.9

4.9

4.3

6.2

4.9

2.5

8.0

12.3

14.8

11.1

13.6

12.3

11.7

12.3

8.0

7.4

8.6

8.6

7.4

8.6

8.6

8.6

⑧環境に配慮したまちづくり（例：公園・緑の歩道づ

くり、地域の歴史や文化の景観づくりなど）

⑦市による先進的な環境配慮技術の率先的な導入

（例：エネルギー管理システムによるエネルギー利用

の見える化や最適化など）

⑥団体等への環境活動費用の支援（例：団体による緑

化活動、リサイクル活動への助成など）

⑤環境配慮設備などの導入費用の補助（例：太陽光発

電設備への助成など）

④市民や事業者などによる連携の促進（例：協議会の

開催、市民イベントでの地元企業の環境取組紹介な

ど）

③市民等に対する環境学習の機会の提供（例：親子の

環境体験セミナー、環境に関する講演会など）

②子どもに対する環境教育（例：学校での環境授業、

環境副読本の提供など）

①環境に関する情報提供（例：環境情報誌の発行、市

ホームページでの情報発信など）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問15：環境基本計画の施策の重要度

重要 普通 重要でない わからない 無効

 取組むべき施策として、「⑤環境配慮設備などの導入費用の補助」「⑧環境に配慮した

まちづくり」が重要であると回答した事業者が約半数であった。 

【回答数 162】 
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(5) RE100 に関する認識及び取組状況について 

 

 

 

  

 RE100 について「知っている」と回答した事業者は 3.7%であり、半数以上の事業者

が「知らない」と回答している。 

 RE100 にすでに参加している事業者はおらず、参加を目指している事業者は 17.9%

であった。 

 RE100 の達成目標は「10 年以上 20 年以内」を目標と考えている事業者が半数であ

った。 
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【追加質問 1】RE100とは、2014年にイギリスに本部を置く国際環境 NPOが

中心となって設立されたもので、事業運営を 100%再生可能エネルギーで調達する

ことを宣言した企業連合体です。貴事業所は、ＲＥ100をご存知でしたか。 

 

 

【追加質問 2】追加質問 1にて、1又は 2と回答された場合、貴事業所は、RE100

への参加を目指されていますか。 

 

 

【追加質問 3】追加質問 2 にて、１～3 と回答された場合、目標達成（100%再

生可能エネルギーで調達）を何年ぐらいにお考えでしょうか。 

 

 

知っている 3.7%

聞いたことがある

13.6%

知らない

68.5%

無効 14.2%追-設問1：RE100の認識

すでに参加している 0.0%

目指している 3.6%

検討している 17.9%

目指さない

28.6%

わからない

50.0%

追-設問2：RE100への参加

5年以内 16.7%

5年以上10年以

内 0.0%

10年以上20年以内

50.0%
20年以上 0.0%

わからない 33.3%

追-設問3：RE100の達成目標

【回答数 162】 

【回答数 6】 

【回答数 28】 


